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は　じ　め　に
　2008年 ₇ 月，UNESCO₁︶ は，タイ（Thai）とカンボジア（Cambodia）の国境上に位置するプ
レアビヒア寺院遺跡（Preah Vihear Temple）を，世界遺産として登録した。しかし，その後，
タイとカンボジアは，この遺跡周辺地域で交戦し，死傷者数十名を出す国境紛争に発展している。
















 ₁） UNESCO（United Nations Educational, Scientiﬁc, and Cultural Organization）は，1945年11月16日に
採択された「国際連合教育科学文化機関憲章」（UNESCO憲章）に基づいて1946年11月 ₄ 日に設立さ
れた国際連合の専門機関である。
































































































































































　2008年 ₆ 月，タイ・サマック政権のノパドン・パタマ（Noppadon Pattama）外相が，カンボ
ジアによる登録申請に合意した。この合意により，プレアビヒア寺院遺跡の世界遺産申請問題は


















約1,200名， ₇ 月20日には約1,500名， ₇ 月25日には約4,000人の兵士が，プレアビヒア寺院遺跡
の周辺で対峙した。
　両国間での紛争解決のため，2008年 ₇ 月21日，タイのブーンスラン司令官（Boonsrang 
Niumpradit）は，カンボジアのティア・バン（Tea Banh）国防相と会談したが，解決の糸口は





















































































































　特に，タイ国内では，2010年 ₇ 月25日からブラジルで開催される UNESCOの世界遺産委員会で，




　PADが恐れているのは，カンボジアが，プレアビヒア周辺の国境未画定区域 4.6 km₂ の共同
管理あるいはカンボジアによる管理案を提案し，それが国際的に認められた場合，国境未画定区
域をめぐる領土紛争で，タイ側が不利になるという事態である。
 ₉） 杉浦 前掲書 P. 215。
10） トンチャイ・ウィニッチャクン（石井米雄訳）（2003）， 「地図が作ったタイ：国民国家誕生の歴史」, 
東京：明石書店，p. 22 参照。































12） UNTAC（United Nations Transitional Authority in Cambodia）は，1992年 ₂ 月28日から1993年 ₉ 月24
日までカンボジアで活動し，選挙の組織や管理，停戦の監視，治安維持，武装勢力の武装解除，難民・
避難民の帰還促進など，多くの活動を行った。
